別添１

メディカルラリーとは？

メディカルラリーとは，医療チームが特殊メーキャップを施した模擬患者を診察して，限られた時間内にどれくらい的確に治療をすることができるかを競う技能コンテストのことです。具体的には，救命救急を専門とする医師、看護師、救急救命士がチームを組み，出動指令に従って指定された場所へ出動します。そこには模擬患者がおり，決められたシナリオに従っていろいろな演技をしますので，それに対して必要な処置を行わなければなりません。各チームはその患者さんに対して診察を行い，止血処置・人工呼吸・薬剤投与などの必要な処置を行います。そしてその行為をジャッジが評価し，採点します。このような実際の現場を再現したものをシナリオステーションと呼び，メディカルラリーの舞台となる会場内に数箇所設置しています。各チームはそのシナリオステーションを順番に回り，評価・採点が行われ，その総合得点で順位を競います。
このような形式の競技会は，欧米の一部地域で定期的に開催されていましたが，我が国ではこのような企画は数年前までは全く存在しませんでした。しかし，チェコ共和国その他で開催されていた国際メディカルラリー等が広く知られるようになるにつれ，現場から救急医療が始まることの重要性および標準化された救急医療が実践されることの重要性が強く認知されるようになりました。そのため，医療従事者に同様の事項を認識してもらうべく我が国でも同様の競技会の開催が必要と考えられるようになりました。そして，ついに2002年10月29日大阪・千里において，日本で最初のメディカルラリー「第1回千里メディカルラリー」が開催されました。以降、筑波・北海道・山形・石川・神奈川・神戸・讃岐など，次々と全国各地で開催されるようになり，救急医療技術の向上と救急医療標準化の推進に大きく貢献しているところです。

このメディカルラリーという競技会の意義は，救急現場で必要な状況評価（Scene size-up）の訓練と同時に，ＢＬＳ／ＡＣＬＳコース（心肺蘇生），ＪＰＴＥＣ（病院前外傷コース），Emergo（災害訓練コース）など，救急災害医療におけるOff-the-Job Trainingのプログラムを現場での活動に適応させるためのよい体験となることです。また，医師、看護師などの病院関係者にとっては現場での救急隊活動を理解し，各職種間のチームワークや指揮命令系統の大切さを知る良い機会となり，また病院間の連携を図り顔の見える関係を作る機会ともなります。更にこれらの活動を多くの市民の目の前で行うことにより，救急活動の重要性を市民に理解してもらうための啓蒙活動ともなります。
このように，メディカルラリーの開催は様々な点で有意義と考えられ，現在では救急医療に携わる医療従事者の間では有名な競技会となりましたが，残念ながら福岡はもちろん九州地域では未だに開催されるに至っていません。今後，九州各地でもメディカルラリーが開催されることにより，救命救急の現場における救急医療の質の向上が図られることが大いに期待されます。

